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【目的】 

厚生労働省は、2018年4月、体や心などに障害が

ある人は約 936 万 6 千人おり、人口の約 7.4％に相

当すると発表した。体や心などに障害のある人が増

える一方で、我が国の週1	回以上の運動・スポーツ

実施率は、成人で47.5％とほぼ半数となっていたが、

障害者（成人）では、18.2％と、障害者の運動不足は

かなり深刻であると指摘されている。	

筆者は、月に１回の頻度でＭ知的障害者施設にお

いて運動指導を担当した。そこでは主にＧボールを

用いており、バランスボール班として活動をしてい

る(写真1･2)。Ｍ知的障害者施設では、こうした活動

を 20 年近く継続してきた。このように長期に渡り、

定期的な活動を実践してきた例は少ないことから、

そこで実践されてきた指導内容を調査し、この指導

に関わってきた関係者の意見を聞くことで、知的障

害者施設における定期的なＧボール活動の指導に関

する現状と課題を明らかにすることを目的とした。	

 
	 写真１：Ｇボール	 	 	 写真２：活動の様子	

【方法】 

1.対象：Ｍ知的障害者施設関係者4名	

（男性3名、女性1名）	 	

2.半構造化インタビューの内容	 	 	 	 	

①Ｇボールを用いた活動の期間	

（施設における勤務年数、年齢、性別）	

②Ｇボールの長所（他の用具と比較して）	

③長期的なＧボールの利用で利用者の変化	

④Ｇボールを用いることでの問題点や課題	

⑤Ｇボール活動の継続希望とその理由	

【結果と考察】	

①以前にバランスボール班を担当していた職員と、

現在バランスボール班を担当している職員、計 4 名

を対象にインタビューを実施した。	

②他の道具との違いについては、「背中を預けた

り、おしりを乗せるだけでも十分に全身を動かせ

る。他の道具では使えない筋肉を使えたり、リラッ

クス効果がある」という回答を得られた。このこと

から、利用者がＧボールに身体を預けることで、全

身的な運動を容易にできる用具の特性が明らかにな

った。	

長所については「柔軟性・ストレッチ」について

の回答が最も多く、これらがＧボールの長所として

述べられた傾向が明らかになった。	

③長期的なＧボールの利用における利用者の変化と

しては、「入所したての時、人前に出ると緊張してし

まって話ができなかった利用者がいたが、発表を通

じて改善した」という回答が得られ、このことから、

発表というイベントが利用者の活動に変化をもたら

していることが明らかとなった。	

その他にも「皆健康的」や「動かしている分怪我を

しにくい」などの健康面での変化についても明らか

になった。	

④Ｇボールを用いることでの問題点や課題について

は、マンネリ化、準備や片付けの負担、さらに、補助

方法やＧボールのサイズ選択など指導に関する知識

不足の意見が得られた。	

⑤Ｇボール活動の継続希望とその理由については、

4名全員今後もＧボール活動を続けていきたいと回

答した。その理由は、「普段動かさない場所を動か

せる」「発表が地域貢献になる」「精神安定につなが

る」「利用者が楽しんでいる」といったことが述べ

られ、継続したい理由が多様であることが明らかに

なった。 
【結論】 

以上の結果から、Ｍ知的障害者施設における定期

的なＧボール活動に対して指導関係者から肯定的な

意見が明らかになった。これは、Ｇボールを用いた

活動が知的障害者にとって、楽しく全身で運動をす

ることができることが要因として考えられた。また

Ｇボールは、普段体を伸ばす機会が無い中でストレ

ッチ系の運動を比較的容易に引き出すことができ、

知的障害者施設における身体活動として十分な可能

性を有していることが言えよう。 


